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　　　　　H日と

下
旬

町
議
会
全
員
協
議
会

県
消
防
操
止
煽
技
大
く
ム

町

婦
人
会
総
公

町
体
協
匠
川
中
球
大
人
・

池
田
地
区
み
か
ん
新
旦

者
総
会

　
し
よ
り
の
日

　
　
郡
畜
白
円
μ
、
赴
会

　
　
町
婦
人
会
の
・
先
進

　
　

地

視
察

秋
分
の
日

大
根
占
中
運
動
会

葉
た
ば
こ
前
期
牧
納
開

始
－
十
月
L
九
日
ま

で

（
後
期
は
1
1
月
6
日

か
ら
1
8
日
ま
て
）

町
議
会
定

例
今
招
集

li
（1） 第色1号

ト
　
　
く
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
く
　
　
ノ
　
　
ハ
　
　
へ
　
　
く
　
　
イ
　
　
ハ
　
　
も

∨

　
十
一
月
一
日
か
ら
支
給
さ
れ
る
国
民
年
金
（
掛
金
の
い
ら
な
い
福
一

’

期
金
％
糠
謬
醐
漂
訟
盤
語
毅
舗
酬
パ
詫
’

（

す

ぐ
石
側
の
部
屋
を
国
民
年
金
受
付
所
と
し
て
受
付
を
始
め
て
い
ま
へ

i
す
。
　
で
は
と
ん
な
人
か
稲
祉
年
金
を
も
ら
え
る
の
か
、
次
に
お
知
㌧

芦己
己
ほ
違
は
‘
’
？
、
‘
r
’
、
ー
ー
し

●

ヒ
十
丁
以
1
の
人

本
人
の
前
’
日
の
所
得
か
十
三
力
円

以

ト
て
、
町
民
8
1
の
な
い
こ
と

人
人
の
公
的
負
令
（
恩
給
、
扶
助

れ
な
と
）
が
一
万
二
千
円
以
下
で

あ
る
こ
と

配
偶

者
の
前
年
の
所
得
税
が
な
い

こ
と
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
税
が

二
万
三
千
六
百

円
以
下
で
あ
る
こ

と

2、1、3、4、5、

障
害
福
祉
金
年

ぶ

　
1
1
4
才
以
ヒ
て
あ
る
こ
と

乞

　
障
害
の
程
度
が
一
級
に
該
当
す
る

　
　
こ
と
。
　
そ
れ
は
、

イ
、
両
眼
の
視
力
の
計
の
O
・
O
四
以

　
　
下
の
も
の

n
、

両
耳
の
聴
力
損
失
が
九
〇
デ
シ
ベ

　
　
ル
以
ヒ
の
も
の

ハ
、

両

丁
の
機
能
に
強
い
障
害
が
あ
る

　
　
も
の　
が
あ
る
も
の

ト
、
両
足
が
足
関
節
以
上
で
欠

　
く
も
の

チ
、
体
幹
に
、
す
わ
つ
て
い
る

　

こ
と
か
て
き
な
い
か
、
立
ち

　
上

る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

　
な
隙
害
か
あ
る
も
の

リ
、
以
ヒ
の
ほ
か
’
川
じ
よ
う

　
な
身
休
阿
出
て
日
花
生
活
の

　
川
を
足
す
こ
と
か
て
き
な
い

　
も
の

3
、
そ
の
他
、
公
的
年
金
、
所

　
得

な
と
の
関
係
か
影
響
す
る

一母
子
福
祉

年
因

　
で
あ
り
、
義
務
教
育
修
了
前

　

の
者

で
あ
る
こ
と

ふ

　
子
は
妻
自
身
の
子
で
あ
つ

　

て
、
義
務
教
育
前
の
者
て
あ

　
る
こ
と

十

　
こ
の
子
が
夫
の
死
亡
当
時

　
夫
に

よ
つ
て
生
計
を
維
持
さ

　
れ
た

こ
と

ふ

　
妻
が
現
に
婚
姻
し
て
い
な

　
い
こ
と

6
　
夏
が
5
1
に
直
系
姻
族
以
外

　
の

養
r
と
な
つ
て
い
な
い
こ

　
と
K
　
子
が
現
に
婚
姻
し
て
い
な

　
い
こ
と

ふ
　
子
が
妻
以
外
の
者
の
養
子

　

と
な
つ
て
い
な
い
こ
と

仏

そ
の
他
、
公
的
年
金
、
所

　
得
、
家
族
構
成
な
と
が
影
響

　
す
る

　
　
　
　

錦
を
か
ざ
る

　
郷
土
出
身
の
前
田
運
愉
政
務

次
官
は
、
運
輸
肺
設
視
察
の
た

め
郷
土
入

り
、
八
月
十
三
日
四

ケ

町
村
の

施
設

と
、
台
風
六
号

の

被
害
状
況
を
視
察
、
同
夜
大

根
占
小
学
校
て
の
観
迎
会
に
出

席
し
た
。
同
次
官
は
四
ケ
町
村

の

運
輸
施
設

や
災
告
復
旧
に
最

善
を
尽
し
た
い
と
挨
拶
、
今
後

の

援
助
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
鳥
浜
の
災
雷
地
を

　
視
察
す
る
前
田
次
官
一
行
）

敬
老
会
や
無
料
映
画

　
　

と
し
よ
り
の
日
」
の
行
事

　

こ
と
し
も
「
と
し
ょ
り
の
健
2
、
家
中
そ
ろ
つ
て
一
お
じ
い

罐
曙
鰭
諸
設
量
競
○
雛
饗
協
舗
が

　
町
民
公

舘
で
は
、
第
九
回
の
　
り
を
中
心
と
す
る
家
庭
団
ら

r
と
し
よ
り
の
福
祖
週
間
」
の
一
　
ん
の
雰
囲
気
を
つ
く
る
。

計
画
を

次
の
よ
う
に
決
め
、
実
3
、
と
し
よ
り
の
健
康
を
た
か

　
　
　
　
　
　
　
有
意
義
だ
つ
た
「
父
の
日
」

　
神
川
校
区
婦
人
会
で
は
、
八
［
を
作
る
た
め
に
、
婦
人
会
と

月
四
日
、
小
中
学
杖
長
、
P
T
　
8
8
落
会
か
、
交
互
に
薬
剤
撒

A
会
長
、
部
落
長
さ
ん
ら
校
区
｛
布
す
る

の
「

お

父
さ
ん
干
五
名
を
招
き
一
翫
お
盆
の
生
活
簡
素
化

L
　
友
の
年
令
か
二
十
才
以
上

　
で
あ
る
こ
と

二
、

両

手
の
指
が
全
部
な
い
も

　
の
ホ
、
両
千
の
指
の
全
部
の
指
に

　
強
い
障
旦
口
の
あ
る
も
の

へ
、

両
足
の
機
能
に
強
い
障
害

l
d
“
I
L
I
I
r
n
■
一
二
u
・
－
一
＋
M
・
■
m
l
t
－
e
l
i
L
t
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●
m
i
l
●
●
l
l
三
■
■
一
≡
l
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■
1
1
“
l
●
●
一
2
i
l
●
M
“
t
l
h
7

激
浪
で

県
道
決
潰

　
　
　
損

害
は
約
六
百
万
円

風
号

髄
6

r
父
の
日
」
の
行
事
を
開
い
た
。

　
ま
ず
校
長
先
生
の
謂
話
を
き
ー

い
た
後
、

に

舌
つ
つ
み
を
打
ち
な
が
ら

上

8
1
休
日
の
設
定

　
校

区
一
円
毎
月
十
日
一
斉
に

　
農
事
を

休
む
。
た
だ
し
、
農

　
繁
期
は
部
落
の
都
A
口
に
よ
り

　
適

宣
日
ど
り
を
変
更
し
て
実

　

施
す
る

乞
環
境
衛
生

　
蚊

と
螂
の
い
な
い
生
活
環
境
・

　
　
　
‘
　
　
，
㎡
　
、
　
　
～
　
　
f
　
　
ノ
　
　
、

会
員
手
作
り
の
西
爪
等
話
合
い
’

lil；
■
－
1
1
1
＝
口
・
t
l
t
l
t
e
日
M
J
I
ロ
－
i
［
S
I
一
●
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M
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コ
芸
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≡
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M
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「
選
挙
権
の
申
告
書
は

す　
　
　
　
　
　
　
必
ず
出
し
ま
し
よ
う

ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計難
灘
議
下
難
鐵
撤
璽
来

激
浪
の
被
害
が
大
き
く
、
山
ノ
1
防
い
だ
。

た

つ
て

決
債
し
た
の
を
始
め
’

［

山
ノ
［
、
几
浜
地
区
で
は
、
大

コ

き
な
　
が
パ
ぷ
へ
　
ロ
に
れ
お

霧
｛
鱗
ぽ
諾

預
官
は
約
六
百
力
円
に
達
し
ま

し
た
。

　

写
真
説
明

上
、
山
ノ
ロ
の
卯
道
決
潰
現
場

　

県
道
下
の
目
渚
畑
は
形
も
残

　

ら
ず
洗
い
さ
ら
れ
た
。

中
、
一
而
の
砂
浜
と
な
つ
た
山

　
ノ

ロ
の
下
道
水
田
地
帯
、
台

風

前
P
ま
て
響
々
と
早
期

年は川r長選挙が行
L
　
　
　
　
　
き

　
名
簿
を
作
成
す
る
に
は
、
住
民
登
録
や
前
年
の
名
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

簿
を
参
考
に
し
ま
す
が
’
こ
と
し
か
ら
各
川
帯
に
っ
二
、
期
間
　
十
五
1
1
か
ら
二
十

い

て

中
告
滑
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
つ
て
い
一
　
　
　
　
一
日
ま
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民
登
録
や
配
給
台
帳
だ
け
て
は
二
、
実
施
事
、
項

実
際
の
什
所
の
認
定
が
む
ず
か
し
い
の
で
事
実
あ
り
イ
’
敬
老
会
、
部
落
こ
と
に
開

の

ま
x
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
つ
た
も
の

て

す
。
　
近
く
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
告
書
を
配

布
し
ま
す
か
ら
も
れ
な
く
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い

い

た

し
ま
す
。
今
回
作
成
す
る
基
本
選
挙
人
名

簿
は
、
来
年
十
1
月
に
予
定
さ
れ
て
．
い
る
町
長
選
挙

に

使
用
さ
れ
る
も
の
で
す
o

　
今
度
の
名
簿
の
選
挙
権
の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
i
1
’

す
。
　
一
、
年
令
、
昭
和
十
四
到
ー
二
月
二
十
一
日

以
前
に
生
れ
た
人
　
二
、
住
所
、
昭
和
三
十
四
年
六

月
十
五
日
以
前
か
ら
ひ
き
つ
づ
き
大
根
占
町
に
住
ん

て

い

る
人
　
三
、
欠
格
市
項
の
な
い
人
　
　
こ
の
ほ

か
、
く
わ
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
十
才
以
上
の
と
し
ょ
り
を
無
に
接
敗
さ
れ
た
人
は
’

　
料
て
招
待
す
る
。

三
、
嫁
聾
唆
欝
竃
の
　
　
　
｝

as
で

あ
り
、
生
活
の
本
処
で
わ
し
い
こ
と
は
南
九
川
財
務
旦

　
あ
る
か
ら
家
庭
を
中
心
と
し
一
鹿
児
品
財
務
部
（
鹿
児
島
市
山
一

　

て
、
と
し
よ
り
の
福
初
を
は
下
町
六
八
　
電
話
②
1
六
一
五

　
か

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
五
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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め
る
た
め
の
食
生
活
を
工
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
4
、
部
落
て
行
う
敬
老
会
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
ん
て
行
つ
て
も
ら
う
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
付
向
け
る
。

き
’
部
落
か
婦
人
会
で
主
催
　
．
、
人
‘
，
ハ
．
t
、

す

る
こ
と
。
’
　
　
　
　
お
知
ら
せ

rr
、

公
民
舘
の
巡
回
映
画
に
七
一
戦
後
、
貴
金
属
等
を
占
領
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
十
月
三
十
一
日
ま
て
に
返
還

事
業
費
一
千
万
円
で
近
く
着
工

大
根

占
小
の
鉄
筋
校
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
料

　
神
川
中
原
青
年
学
級
は
，
受

講
生
僅
か
十
五
名
と
云
う
さ
z

や
か
な
学
級
で
あ
る
が
、
そ
の

後
も
き
わ
め
て
充
実
し
た
運
営

ぶ

り
を
見
せ
’
注
目
を
ひ
い
て

い
る
。

　
八

月
二
十
四
日
に
は
根
占
か

ら
生
活
改
良
普
及
員
の
高
田
さ

ん

を

講
師
に
招
い
て
「
料
理
研

究
会
一
を
開
い
た
。

こ
の
講
習
会
に
は
’
も
ち
ろ
ん

男
子
学
級
生
も
参
加
し
た
が
、

　
提
灯

や
だ
ん
ご
の
や
り
と
り

　
は

親
子
間
だ
け
と
す
る

　
　
　
　
　
各
部
落
で
も
部
落

会
と
婦
人
会
の
話
合
い
の
会
を

も
つ
て
、
徹
底
的
な
実
践
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

そ
の
あ
と
、
婦
人
会
の
手
料
理

で
1
杯
の
み
な
か
ら
「
明
る
い

豊
か

な
校
区
づ
く
り
」
に
つ
い

て

話

合
い
、
映
画
鑑
賞
な
と
し

て

は

じ
め
て
の
試
み
で
あ
る

「
父

の

日
j
の
行
事
を
終
つ
た
。

人
　
　
‘
　
、
ノ
　
　
、
、
2
．
＾
、
ご
．
．
f
．
、

神
川
中
原
青
年
学
級
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
　
の

講

習
会

一
般
婦
人
会
員
に
も
呼
び
か
け

約
三
十
名
で
熱
心
に
研
究
し
た

な
お
講
習
で
で
き
た
料
理
を
み

ん

な

で
試
食
し
な
が
ら
「
新
し

い
農
村
生
活
は
ど
う
あ
る
ぺ
き

か
一
に
つ
い
て
話
合
い
有
意
義

な
会
を
閉
じ
た
。

　
ま
た
同
学
級
で
は
、
営
農
相

談
室
の
田
中
普
及
員
を
引
率
者

に

し
て
、
近
く
鹿
屋
農
業
試
験

場
、
串
良
伝
習
農
場
を
視
察
す

る
予
定

　
s
g
佼
を
鉄
筋
建
築
で
－
こ
坪
数
千
百
卜
二
坪
、
事
業
費
五

れ

は
、
久
し
い
問
の
願
い
で
あ
千
五
百
力
川
て
昭
和
四
十
二
奪

り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
本
η
度
ま
て
に
冗
成
す
る
予
定
で
す

度
大
根
占
小
学
校
の
一
部
を
鉄

筋
校
舎
で
改
築
す
る
こ
と
に
な
句
に
旧
段
舎
白
九
十
九
坪
を
解

　
　
　
　
　
設
計
は
鹿
児
島
巾

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
、

の
有
川
慶
三
氏
ρ
本
町
出
身
）

が

当
り
、
本
1
1
度
は
二
百
坪
（

二
階

建
、
七
教
室
分
）
事
業
費
百
七
坪
を
雄
て

約
一
千
万
円
の
予
定
で
す
。

県
消
防
操
法
大
会
て

　
　
　
　
　
二
位
に
入
賞
　
一

　
町

消
防
団
は
、
さ
き
に
行
わ
．

れ

た
郡

消
防
操
法
大
会
の
自
動

車
ポ
ソ
プ
の
部
て
優
勝
し
、
九
「

月
三
日
の
県
大
会
に
郡
代
表
と

し
て
出
m
s
’
　
1
位
と
は
僅
か
の

差

で
二
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
な
お
’

位

は
西

之
表
市

で

し
た
。
　
　
・

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

1

池
田
校
区
の
帰
人
学
級

　
　
　
　
　
　

は
し
ま
る

一
位
は
金
峰
町
、

池
田
校
区
婦
人
会
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

三

言
蒜
獣
論
麟
壁

τ
ネ
苫
・
て
い
た
山
林
二

　
　
　
　
　　を
処

分
．
て
そ
S
（

継
露
工

　
し
た
が
’
こ
の
ほ
ど
町
や
、

、
、

と
し
の
ー
は
、
九
月
下
年
度
婦
人
学
級
の
駕
三
ゴ
τ
て
只
体
竃
ね
洛
。
と
些

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
準
備
を
進
め
て
し
た
が

こ
の
材
利
で
原
旧
実
氏
宅
八
月
十
九
日
池
田
小
学
校
で
、 　　
蒜
鶴転
る
こ
と
と
し
・

、

本
狂
設
は
別
に
委
員
会
を
組
織
一

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　
　
　
　
　

I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
3
て
は
山
．

n

蓉
厚
㌻
璽
妻
l
t
a三

跡t，

言
林
署

　　　　　　　　　　　　
林
相
合
統
‖
霧
所
等
語
離
諸
ほ
蒜
酬

い

蕊鷲
禦
鍵
蕊
顯
議
慧
ぷ
叶
月
初
旬
醸
離
発
恒
熟
禁
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

・
れ
に
は
森
、
盛
大
な
開
購
式
を
挙
げ
た
．
＝
お
剛
堅
誌
矯
ガ
吉
｛

霧
號
牡
ピ
こ
と
ξ
些

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

て

　
御
了
承
く
だ
さ
る
よ
う
l
i

l

ー
人
会
会
竃

　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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早
期
水
陸
稲
の
後
作

　

先
月
号
に
も
書
き
ま
し
た
が

自
分
の
経
営
状
態
、
立
地
条
件

作
付
体
型
等
を
考
え
て
、
疏
菜

（
き
ぬ
ざ
や
え
ん
ど
う
’
グ
リ

ン

ピ
ー
ス
、
秋
馬
鈴
薯
‥
、
白
士
米

、

大
根
等
）
飼
料
作
物
（
レ
ン

ゲ
、
エ
ン
バ
ク
’
ク
ロ
ー
9
ハ
”

等
）
を
作
付
し
ま
し
よ
う
。

　
町

で
は

特
に
下
場
地
区
に
「

き
ぬ
さ
や
え
ん
ど
う
」
の
栽
培

を
奨
励
し
て
お
り
ま
す
。
栽
培

法

は
別
項
に
揚
戴
し
て
あ
り
ま

す
か

ら
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
な
お
、
ど
の
疏

菜
類
で
も
、
販
売
は
一
番
大
切

な
こ
と
で
す
が
特
に
最
近
で
は

協
同
の
組
織
に
よ
る
販
売
で
な

け
れ
ば
市
場
で
買
た
た
か
れ
ま

す
。
目
先
の
こ
と
を
考
え
ず
農

協
を
通
じ
て
共
同
出
荷
を
す
る

よ
う
心
掛
け
て
下
さ
い
。

普
通
水
稲

　

穂
ば

ら
み
期
か
ら
出
穂
期
に

な
り
ま
す
o
稲
の
一
生
の
内
で

最
も
水
分
を
必
要
と
す
る
と
き

で
す
か

ら
水
田
に
は
十
分
水
を

た

め
て

お
き
ま
し
よ
う
。

　

特
に
台
風
時
に
は
、
て
き
る

だ
け
深

く
水
を
た
め
て
被
害
を

最
少
限
度
に
く
い
と
め
る
。

　

落
水
は
出
穂
後
約
三
十
日
位

し
て
か
ら
行
い
ま
す
。

　
特
に
本
年
は
虫
口
虫
の
発
生
が

多
い
よ
う
で
す
か
ら
秋
ウ
ン
カ

ニ
化
め
い
虫
の
発
生
に
　
I
S
：
I
し

て
、
秋
ウ
ン
カ
に
は
B
H
C
一

％
を
十
ア
ー
ル
当
り
三
K
以
上

か
、
マ
ラ
ソ
ン
粉
剤
を
三
K
以

上
、
二
化
め
い
虫
に
は
共
同
防

除
に
よ
る
有
機
燐
剤
か
、
デ
イ

プ
テ
レ
ツ
ク
ス
の
五
〇
〇
倍
液

　
（
水
十
八
リ
ツ
ト
ル
に
三
十
六

C
C
）
（
水
一
斗
に
約
二
句
）

を
十
ア
ー
ル
（
反
当
）
一
四
四

リ
ツ
ト
ル
か
ら
一
八
〇
リ
ツ
ト

ル

（
八

斗
か
ら
一
石
）
撒
抑
し

て

㊦
さ
い
。

　

ま
た
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上

旬
に
か
け
て
異
常
発
生
し
ま
し

　

た

夜
盗
虫
は
十
月
上
句
に
ま
た

幼
虫
と
し
て
発
生
し
ま
す
か
ら

充
分

圃
場
を
見
廻
つ
て
防
除
が

遅
れ

な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ

い
o
防
除
薬
剤
は
、
前
発
4
期

同
様
、
D
D
T
二
〇
〇
倍
液
、

テ
イ
プ
テ
レ
ツ
ク
ス
、
E
P
N 粉

剤
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

甘
　
　
藷

　
今
月
は
甘
藷
が
一
番
ふ
と
る

時
期
で
す
か
ら
害
虫
（
特
に
中

白
シ
タ
バ
、
イ
モ
コ
ガ
）
の
発

生
に
注
意
し
て
防
除
し
て
下
さ

い
o
使
用
薬
剤
は
B
H
C
三
％

を

十

ア
・
－
ル
当
り
三
K
以
上
を

撒
布
し
て
下
さ
い
。
な
お
除
草

の
際
の
ツ

ル
返

し
は
絶
対
止
め

る
よ
う
致
し
ま
し
よ
う
。

疏

菜

　
今
月
は
夏
の
暑
さ
も
し
の
ぎ

易
く
な
り
、
涼
し
い
気
候
に
な

る
が
ち
よ
う
ど
家
庭
菜
園
の
ま

き
つ
け
を
行
う
適
期
で
あ
る
の

で
主

な
る
疏
菜
の
管
理
を
簡
単

に
述
べ
ま
す
。

玉
葱

の
播
種

　
品
種
は
愛
知
白
、
貝
塚
早
生

、

泉
州
黄
等
が
あ
る
が
愛
知
白

は
極
早
生
で
あ
る
が
貯
蔵
性
が

な
い
の
で
早
出
用
と
し
て
貝
塚

9月の農作業

営農相談室

早
生
も
愛
知
白
よ
り
十
日
位
遅

い

け
れ
ど
も
早
生
で
黄
色
で
あ

の
上

に

ま
か
ず
脇
に
ま
く
こ
と

敷
わ
ら
を
し
て
朝
夕
の
涼
し
い

時
に
水

か
け
を
行
う
こ
と
等
に

注
意
す
る
。

甘
ら
ん

　
夏
ま
き
か
ん
ら
ん
は
、
仮
植

し
て
上
か
ら
、
ミ
ス
や
ヨ
シ
ズ

等
を
か
ぶ
し
て
床
面
の
温
度
の

上

ら
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
と
心

喰
虫
や
，
青
虫
の
防
除
を
は
か

つ
て
’
立
派
な
苗
を
育
て
る
よ

う
に
す
る
。

白

菜

　
九
月
上
旬
に
ま
き
つ
け
る
。

nEW
は
長
岡
交
配
四
一
兀
、
　
同
理

想
、
京
都
三
号
等
で
あ
る
が
水

か
け
等
の
管
理
の
で
き
る
所
は

ね

り
床
育
苗
が
理
想
で
あ
る
。

大

根

　
従
来
の
品
種
は
バ
イ
ラ
ス
病

に
か

x
る
品
種
が
多
い
の
で
高

倉
、
大
蔵
等
の
耐
病
品
種
を
用

い

る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
秋

馬
鈴
著

　
地
温
二
十
七
度
以

下
に
な
つ

て

か

ら
植
¢
け
る
べ
き
で
あ
る

が
十

日
前
位
に
涼
し
い
場
所
に

伏
込
ん
で
催
月
し
て
か
ら
移
植

す

る
と
遅
く
な
ら
ず
に
よ
い
。

ほ

う
れ
ん
そ
う

業
室

農
教

飼
料
作
物
や
サ
イ
ロ
を

作

る
に
は
今
が
適
期
で
す

　
　
　
　
　
　
　
”
’
e

農
作
物
の

増
収
に
は
堆
厩
肥
を
！

堆
厩
肥
を
ふ
や
す
に
は
家
畜
を
！

　
家
畜

を
飼
う
に
は
よ
い
飼
肥
料
作
物
と
サ

　
　
イ
ロ
を
／

　
　

こ
れ
が
，
農
業
経
営
を
安
定
さ
せ
る
近

　
　
　
道
で
す
。

　
　
　

そ
の
飼
料
作
物
や
’
サ
イ
ロ
を
作
る
に

　
　
　
　
は
今
が
一
番
よ
い
時
期
で
す
。

　

野
山
の
野
草
は
’
い
わ
ゆ
る

雑
草
の
類

で
、
栄
養
か
ら
い
つ

て

も
、
え
ん
ば
く
、
ク
ロ
ー
バ

ー
類
に
劣
る
だ
け
で
な
く
、
冬

や
初
春
の
草
の
少
い
時
期
は
草

刈
り
に
相
当
の
時
間
を
つ
ぶ
し

ま
す
。

　

い

ま
、
え
ん
ば
く
、
ザ
ー
ド

イ
ッ
ヶ
ン
を
十
ア
ー
ル
（
一
反

）
植

え
ま
す
と
三
ト
ン
（
八
百

貫
）
約
l
万
五
千
円
の
価
値
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
う
ん
と

作
つ
て
、
牛
や
豚
を
飼
い
ま
し

よ
う
。

　

い

ま
’
奨
励
さ
れ
て
い
る
飼

肥
料
作
物
は
、

◎
大

麦
旭
五
号

　

こ
れ
は
、
ピ
ー
ル
麦
の
早
生

系
の
も
の
で
，
指
宿
、
山
川
方

面

に
多
く
作
ら
れ
、
食
用
、
味

そ
、
し
よ
う
油
の
原
料
に
も
な

り
ま
す
。

　
作
り
方
は
、
早
期
陸
稲
、
た

ま
ご
、
疏
菜
の
前
作
に
は
畦
巾

神
川
校
区
が
連
続
優
勝

て

い

ま
す
か
ら
参
考
ま
で
見
て

く
だ
さ
い
。

　
作
り
方
は
’
　
畦
巾
山
ハ
十
セ
ン

チ

の

条
播
、
簡
子
は
十
ア
ー
ル

当
り
○
．
打
リ
ノ
ト
ル
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い

　肥
七
百
キ
ロ
、
硫
安
四
キ
ロ
、

酪
た
め

に

多
肥
栽
培
を
避
け
、
た
て
鍬
千
軽
く
お
さ
え
て
お
く
o

い
肥
五
百
キ

ロ

、

硫
安
十
五
キ

u
、

過
石
三
十
キ

ロ

、

塩
加
七

キ

ロ

を
基
肥
と
し
、
追
肥
は
一

月
上
旬
硫
安
七
キ
ロ
程
度
と
し

ま
す
。

◎
ラ
デ
ノ
ク
ロ
ー
バ
－
’

　
早
期
陸
稲
の
後
に
作
る
と
三

月
下
旬
に
一
回
、
四
月
下
旬
に

一
回

刈
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
畑

で
も
夏
の
乾
燥
期
に
、
水

を

か
け

ら
れ
れ
ぽ
、
二
～
三
年

続
け
て

多
牧
か
く
で
き
ま
す
。

　
年

に

六

回
　
七
～
十
ト
ン
と

れ

ま
す
。
年
間
栽
培
の
展
示
圃

と
し
て
才
原
の
黒
瀬
栄
吉
、
大

尾
の

下

玉
利
慶
二
さ
ん
が
作
つ

◎
ル
ー
ピ
ン

　
遠
い

と
こ
ろ
、
た
い
肥
の
運

搬
に
不
便

な
と
こ
ろ
に
は
、
ぜ

ひ
緑
肥

と
し
て
ル
ー
ピ
ン
を
植

え
ま
し
よ
う
o

㊦
サ

イ
ロ

　
十

月
ま
で
に
出
来
あ
が
る
よ

う
に
準
備
を
す
す
め
ま
し
よ
う

　
大
根
占
農
協
で
は
型
わ
く
を

準
備
し
て
貸
し
出
し
て
い
ま
す

か

ら
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　
人
麦
旭
五
号
、
ラ
デ
ノ
ク
ロ

ー
パ
ー
、
ザ
ー
ド
イ
ツ
ケ
ン
’

ル

ー
ピ
ン
な
ど
種
子
の
必
要
な

人
は

営
農
相
談
室
に
申
し
こ
ん

で
く
だ
さ
い
。
配
付
は
両
農
協

を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

幻
や
輝
舗
」
「
鷲

　
　

町

で
も
1
1
’

　
　
　
　
　
　
　

三
年
前
か

ど
ら
作
ら
れ
・
面
積
も
増

ん

加
し
て
い
ま
す
が
’
大

　
　

量
生

産
し
て
共
同
出
荷

えや

耀
熟
赫
鑓
璃

ざ
◎
。
叩
種

「きぬ

　
　
　
三
十

日
き
ぬ

ざ
や
、
渥
美
き
ぬ
ざ

や
が
あ
る
が
、
三
十

日
き
ぬ
ざ
や
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

ψ
な

◎
土
質
は
砂
壊
土
か
壊

に有利
　
土
’
な
る
べ
く
暖
い

　
と
こ
ろ
が
よ
い

◎
輪
作
は
畑
三
年
、
田

一
年
で
す
が
’
特
別
に

繋
灘
轄
蕊

ル
当
り
約
八
リ
ツ
ト
ル

◎
ま
き
方
は
、
畦
巾
ニ
メ
ー
ト

　
ル
に

二
条
ま
き
（
バ
ラ
ま
き
）

　
と
す
る
。

◎
肥
料
は
、
た
い
肥
八
百
キ
ロ

§
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＝
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I
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f
l
r
l
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l
n
l
t
n
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括
U
t
M
n
M
｝
l
l
U
M
t
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l
l
l
t
M
M
I
I
U
I
U
I
I
I
I
≡
l
l
i
n
l
n
＝
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M
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U
I
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1
1
t
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M
l
t
l
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M
l
l
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

い

よ
い
よ
北
米
に
向
う
こ
と
1
（
写
真
は
、

町
畜
産
品
評
会
行
わ
る

　

本
年
度
の
畜
産
品
評
会
は
八

一月
二
十
六
日
家
畜
市
場
で
行
わ

一

れ
、
和
牛
の
部
校
区
別
で
は
神

川
が
連
続
優
勝
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
、

（数
字
は
＄
級
、
名
号
、
所
有

　
栄
養
価
に
富
む
野
菜
で
あ
る

が
一
般
に
発
芽
が
悪
い
の
て
良
一

い

品
を
s
り
出
し
て
い
な
い
の
　
者
氏
名
の
順
）

㊦
当
才
牝
牛
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ユ

り
貯
蔵
性
も
高
い
の
で
而
期
前
モ
借
芽
播
き
を
行
う
方
法
は
、
　
2

牧
穫
を
ね
ら
つ
て
切
玉
用
、
貯
柘
了
を
袋
（
布
）
に
入
れ
三
3

蔵
用
に
栽
培
す
る
と
よ
い
、
尚
一
パ
夜
水
に
浸
し
充
分
水
を
吸
わ
ク

泉
州
黄
は
一
番
遅
い
品
秤
で
従
し
て
か
ら
、
水
分
の
ぬ
け
ぬ
よ
4

来
作

ら
れ
て
い
た
品
種
で
あ
る
う
に
し
て
ぬ
れ
む
し
ろ
勺
に
包
”

e

苗
床
は
、
石
灰
を
ふ
る
こ
と
一
ん
で
冷
涼
な
所
に
拡
げ
る
と
二
‥
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
堆
肥
、
人
尿
を
十
日
か
ら
二
一
日
位
で
n
y
を
割
る
の
て
、
こ
れ
”

週

間
前
に
施
し
て
か
ら
条
ま
き
［
を
播
秤
す
る
と
n
％
に
近
い
発
．

か
’
ば
ら
ま
き
に
す
る
が
坪
六
二
男
を
す
る
、
川
し
畑
が
乾
燥
し

か
ら
四
句
）
の
稀
子
を
ま
く
、

九
月
上
中
旬
ま
で
に
播
種
す
る

水
稲
早
期
の
跡
作
を
利
用
す
る

と
水
分
の
保
ち
が
よ
い
の
て
良
一

い
生
育
を

す
る
。

み
の

る
　
番
園

あ
つ
こ
　
小
園

か
わ
さ
き

さ
か
え
　
菖
蒲

ゆ

　
き
　
牧
原

は

つ
さ
だ

い
　
わ

第

4
よ
し
は
ま

十

ミ
リ
か
ら
八
十
ミ
リ
〈
三
勺
て
い
た
ら
充
分
水
か
け
を
行
う
◎
二
才
牝
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

人
　
　
参

品
種
は
鹿
児
島
人
参
、

ヒ

ヨ
コ
の
川
し
込
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田

五
寸
等
が
よ
い
。
ま
き
付
け
の
で
＋
円
を
添
え
て
役
場
内
の
営

際
は
石
灰
を
ま
く
こ
と
と
、
完
農
相
談
室
に
申
し
こ
ん
で
く
だ

熟
堆
肥
を

用
い
る
こ
と
、
堀
肥
さ
い
。
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F
ヒ
ョ
コ
L
の
ほ
し
い
方
は
一

i
栢
類
、
お
す
、
め
す
の
別
、
羽
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

1

数
、
ほ
し
い
時
期
、
氏
名
を
紙

片
に
記
入
、
r
約
金
1
羽
に
つ

辰陸
矢郎

厚
ケ
瀬
正
夫

　
　
栄
造

　
　
幸
夫

菖
蒲
　
清
彦

厚
ケ
瀬
　
節

山
元
ふ
じ
え

た

だ

お

二
号

、
　
　
　
f
　
　
　
ー
　
　
　
ハ

　畜産市況
子豚せリ市（大柚1膿協）

ク〃ク4〃〃3〃2
み
や
そ
の

の

　
り

き
よ
し
ま

き
み
え

は
　
つ

な
　
み

た
け
も
り

さ
か
し
た

さ
か
え

⑧
三
才
牝
牛
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※8月16日分（頭数10頭）

　　　めす

最高4、000円

最低3、400円

平均3、640円

総平均　3、540円

おす

4、000F

2、200F

3、440F

山
崎
行
雄
万

～
　
　
　
ζ
　
　
　
’
　
　
　
㌻

　

円
円
円

永赤段小徳寺徳
吉石　園永田永

万
吉
喜
好
3

十
助

辰
矢
一

平
吉一

◎

当
才
牝
馬

俊
夫
－
い
さ
お

　
　

2
　
さ
か
え

佐
吉
　
　

3
　
み
つ
ぐ

〃

第

二
か
い
ち

　
木
下
　
勇
蔵

〃

　
は

つ
さ
だ
　
段
　
　
清
志

◎
繁

殖
牛

1
、
第
「
み
の
る
満
留
は
つ
え

2
、
ふ
じ
よ
し
　
上
園
　
良
弘

一

、

け

さ
こ
　
　
加
塩

一

〃

　
お
く
た

一
4
　
む
つ
み
　
　
上
玉
利
　
優

い
の

一　
　
中
俣

す
み

は

る
　
諏
訪
原

ふ
　
さ
　
　
岩
崎

た

か

え
　
　
徳
永
　
　
要
1

ふ

く
み
　
宮
下
喜
左
ヱ
門
2

鮭
利
正
文
三
才
牝
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1
　
は
つ
か
ぜ

　
　
　
　

　
一
2
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わ

　
　
　
道
夫

3
な
み
か
ぜ

　
　
　
　
実
4
　
は
つ
ほ
し

　
　
　
郁

哉
◎
繁
殖
馬

　
　
　
　
　
米
満

ふ
　
く
　
　
磯
脇
　
　
繁

ま
さ
ひ
め
　
馬
場
　
盛
造

と
し
み

き
よ
す
け
有
村
哲
己

も
　
　
く
　
　
ノ
　
　
ハ
　
　
も

　
　
　
　
円
円
円

　
　
　
　
　
o
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O

　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
り

　
　

す
9
9
b

卿
お

4
3
3

祐
吉
一
3

木
下
清
右
衛
門
一
”

※9月3日分　（12

　　　めす
最高3、600円

最低　一

平均3、600円

総平均　3、825円

　
　
　
　
武
夫
要
望
が
み
の
つ
て
、

西

北
吉
左
衛
門
男
降
路
が
で
き
ま
し

園
田
前
園
倉
ケ
崎

◇

固

◇

回

昇
降
路
で
き
る

神
之
浜
地
区
民
の
長
い
間
の

　
　
　
　
　
　
　

海
岸
堤
の

　
　
　
　
　
　
　
た
。
　
．

工
事
費
五
十
三
万
門
で
、
森

　
一
永
組
と
矢
崎
組
が
一
ケ
所
つ
つ

働施

鍵
鷲
の
昇
降
路
）

rA

内秋
田元

利春
夫1片

橋
口
与
之
助
“

湯
ノ
ロ
三
郎
さ

◎
種
1
　
　
　
　
森
元
　
た
け

2
　
　
　
　
　
坪
内
　
盛
助
一

3
　
す
み
れ
二
号
山
南
繁
彦
一

◎
和
牛
総
合
（
校
区
別
）
　
一

1
　
神
川
　
　
四
十
二
点

2
　
大
根
占
　
　
十
二
点

3
　
宿
利
原
　
　
　
九
点

4
　
池
田
　
　
　

▲
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もた　　　初久初こ笹ヨよしは

拓豚鯨ぽ波品鍍
いが

前倉倉園園永永今橋
園ケケ田田山田熊口
　崎崎
　　　　光盛盛義信
栄貢実功夫b“　ii，一夫

ぷ土
器
屋
理
人

（安
水
）
押
領
司

一友
善
（
川
北
）
段
久
夫
（
川
南
）

土
器
屋
君
ら

　
　
　
　

北

米
へ

　

三
十
三
年

度
の
派
米
農
業
労

一務
者
と
し
て
合
格
し
て
い
た
、

と
な
り
ま
し
た
。

　

日
程
は
十
1
日
大
根
占
発
、

十
三

日
横
浜
移
住
斡
施
所
に
入

り
、
十
七
日
午
後
八
時
、
羽
田

空
港
か
ら
出
発
し
ま
す
。

　

な
お
、
三
十
四
年
度
の
派
米

農
業
労
務
者
と
し
て
、
前
迫
市

志
、
前
迫
重
敏
、
段
高
志
（
以

上
池

田
）
坪
内
元
（
六
反
田
）

の

四

君
が
第
一
次
選
考
に
合
格

十
五

日
に
、
県
及
び
中
央
の
選

考
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て

一

い

ま
す
o

四
ヶ

町
村
の

　
　
　
　
　
弓
道
大
会

　

四
ケ

町
村
の
弓
道
同
好
者
四

十
名
の
参
加
す
る
徳
田
杯
争
奮

戦
が
八
月
二
十
二
日
、
町
体
協

の

弓
道
場
で
行
わ
れ
、
熱
戦
の

一

す

え
、
大
根
占
チ
ー
ム
が
優
勝

し
た
。

　

成
績
次
の
と
お
り

◎
団
体
戦

一
位
　
大
根
占
町
　
　
四
三
中

二
位
　
根
占
町
　
　
　
三
八
中

三
位
　
田
代
村
　
　
　
三
七
中

◎
個
人
戦

一
位

倉
元
幸
一
郎

二

位
山
元
逸
男

三
位
　
桑
鶴
　
　
伝

金

的
賞
岩
城
嘉
一
郎雄

　
過
石

四
十
キ

n
’

木
灰
八
十

　
キ

n
か
z
z
加
l
　
1
十
キ
　
n
’
下

　
肥
追
肥
に
六
百
キ
ロ
、
油
粕

　

二
十

キ

ロ

が
標

◎
選

別
は
－
農
協
で
講
習
会
を

　

開
v
予
定
て
す
が
’
出
荷
先

　
は
お

も
に
北
九
州
阪
神
方
面

◎
病
虫
害
は
’
ウ
ド
ン
コ
病
（

　
カ
ラ
セ
ン
剤
）
ウ
ラ
ナ
ミ
シ

　
ジ
ン
ガ
’
　
w
w
む
ぐ
り
ば
・
え
、

　
茎
む

ぐ
り
が
（
エ
ン
ド
リ
ン

　
D
D
T
の

五
〇
〇
倍
液
）

◎
牧
か
v
は
、
十
二
月
か
・
り
三

　
月
に
な
る
。

◎
こ
の
ほ
か
、
根
り
ゆ
う
菌
を

　
接
種
し
、
支
柱
立
て
、
防
風

　
垣
な
ど
の
作
業
が
あ
る
。

　
　

栽
培
に
つ
い
て
v
わ
し
v

　

は
営

農
相
談
室
に
お
た
ず
ね

　
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
文
責
神
川
農
協
牧
枝
）

優
勝
し
た

大
根
占
チ
ー
ム
）

土
木
事
務
所
が

優
勝

　
　

町
体
協

の

野

球
大
会

　

夏
の
呼
び
も
の
、
体
協
主
催

野
球
大
会

は
、
去
る
八
月
九
、

十

五
、
十
六
日
の
三
日
間
、
盛

大
に
開

催
さ
れ
た
が
、
結
局
投

手
陳
に
恵
ま
れ
た
土
木
事
務
所

チ

ー
ム
が
、
庄
倒
的
強
み
を
み

せ
て

初
優
勝
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
は
役
頃
笏
、
A
電
融

ク
ラ
ブ
、
池
田
O
B
、
宿
利
原

青
勾
、
厚
ケ
瀬
青
年
、
神
川
O

B
、
大
根
占
営
林
署
、
土
木
事

務
所
、
神
之
浜
青
年
の
九
チ
ー

ム

で
あ
つ
た
。


